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2019 年 10 月 18 日、19 日に全国国立大学附属学校高等学校研究大会（以下、全附連）・図書館分科会（※1）
が、本校図書スペースで開催された。全附連において図書館分科会が開催されるのは 2 回目であるが、全附属












































票等を整え、2012 年度の終わり、2013 年 2 月には試
行を始めるに至った。 




2013 年 2 月  
プロジェクトの一環で大学図書館資料の貸し出























































その結果、2018 年度末の 2019 年 2 月には附属図書
館より「高大連携サービスパッケージ」を提示いただ
いた。先にも示したが、高大連携サービスパッケージ
2015 年 3 月 
 プロジェクト終了後も継続決定（2018 年 3 月ま
での 3 か年） 





2016 年 4 月  
故筑波大学平久江祐司教授と共に附属校学校司
書にて研究活動開始(※2） 
2016 年 8 月  
大学図書館、佐藤初美課長を訪問。附属学校図
書館のニーズについて懇談会実施 
2018 年 6 月 
 学術情報部アカデミックサポート課村上康子課
長による各附属高校のヒアリング開始。 

































年度 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019















































































































レハブ一階建ての建物で、総面積 280 ㎡におよそ 2 万
5 千冊の蔵書を所蔵する。 
 









































年度 2017 2018 2019 
入館者 生徒 10 109 (85) 
教職員 6 (1) 
貸出数 生徒 61 59 (39) 
教職員 13 2 (0) 































 附属坂戸高校は 2017 年に国際バカロレア（IB）校





























そして 2016 年 6 月には、学校図書館を移転（Ｃ館

























































































い、知らない」という回答が 4 分の 3 にのぼる。 
使ったことのある生徒に、使った目的を聞いた。 































































ちなみに 2014 年時に中 1 だった 68 期生は、2019
年時に高 3 となった。2019 年時のアンケートにおい




利用に関して、2014 年時の予期と 2019 年時の実際と
で比較したのが図 14 である。 
 図14. 68期生の筑駒検索システムの利用（予期・  































































































































































※3.三井田 裕樹、澤田 英輔、加藤 志保（2015）「「筑
駒研究情報検索システム」の開発と評価」「『筑波
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